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対応する携帯で読み取
ると甲斐市の携帯ホー
ムページを表示します。

QRコード

栗（くり）
■栗はブナ科の落葉樹で、５～６月に花
が咲いて、９～10月頃に実が成熟すると
自然にいがが裂け、中から固い実が現れ
ます。■旬の時期は９～10月頃で、秋の
味覚として知られています。
■栗は栄養バランスのいい食べものと言
われています。主成分は糖質で、でんぷ
んを多く含んでおり、たんぱく質やビタ
ミン類、特にビタミンB１の含有量が豊富
にあります。カルシウムやカリウムも多
く含まれていて、筋肉や骨を丈夫にし、
血流をよくする働きがあるそうです。
■食欲の秋、栗は多くの料理の食材とし
ても使われています。代表的な栗のお菓
子モンブランや甘露煮、栗ご飯や栗おこ
わなどいろいろなかたちで旬の味が楽し
めます。■この秋、みなさんも栗料理を
味わってみてはいかがでしょう。
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９
月
２
日
（
日
）、
東
海
地
震
を
想
定
し
た
甲
斐
市

総
合
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
訓
練
で

は
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
や
石
川
県
能
登
半
島
地
震
の

震
災
を
受
け
、「
よ
り
実
践
的
な
訓
練
」
と
し
て
、
一

部
の
地
域
に
東
海
地
震
予
知
情
報
「
警
戒
宣
言
」
が
発

令
さ
れ
、
避
難
所
へ
事
前
避
難
し
た
こ
と
を
想
定
し
た

「
避
難
所
開
設
初
動
訓
練
」
が
初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
双
葉
西
小
学
校
に
は
、
避
難
勧
告
が

発
令
さ
れ
た
岩
森
区
の
住
民
が
次
々
と
避
難
。
け
が
人

の
状
況
な
ど
避
難
者
の
安
否
確
認
を
行
い
、
負
傷
者
や

高
齢
者
、
乳
幼
児
、
妊
婦
と
い
っ
た
災
害
時
要
援
護
者

を
優
先
的
に
避
難
所
へ
誘
導
す
る
な
ど
、
本
番
さ
な
が

ら
の
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

避
難
所
は
、一
般
世
帯
用
の
避
難
ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
、

集
団
避
難
生
活
で
の
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
心
身
の
病
な
ど

の
二
次
災
害
を
防
ぐ
た
め
の
福
祉
避
難
室
を
設
置
。
福

祉
避
難
室
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保
し
要
援
護
者
へ

の
支
援
も
行
な
い
易
い
よ
う
、
高
さ
１
・
１
メ
ー
ト
ル

の
段
ボ
ー
ル
で
仕
切
ら
れ
て
い
ま
す
。

屋
外
で
は
、
昨
年
度
、
同
校
敷
地
内
に
整
備
さ
れ
た

飲
料
水
兼
用
耐
震
性
貯
水
槽
を
使
用
し
た
給
水
訓
練
や

炊
き
出
し
を
実
施
。
一
般
的
に
災
害
発
生
か
ら
「
救
助

物
資
が
到
着
す
る
ま
で
の
三
日
間
」
と
い
わ
れ
る
期
間

に
備
え
、
水
・
食
料
確
保
の
実
践
を
学
び
ま
し
た
。

今
回
、
訓
練
を
体
験
し
た
40
代
の
女
性
は
「『
百
聞

は
一
見
に
如
か
ず
』
参
加
し
て
よ
か
っ
た
。
防
災
に
つ

い
て
改
め
て
考
え
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
」
と
防
災
意

本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
を
体
験
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識
を
高
め
て
い
ま
し

た
。ま

た
、
そ
の
他
の

各
自
主
防
災
組
織

（
自
治
会
）
も
そ
れ

ぞ
れ
の
会
場
で
、
情

報
伝
達
訓
練
、
消
火

器
や
消
火
栓
を
使
っ

た
消
火
訓
練
、
応
急

救
護
訓
練
な
ど
の
初

動
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。災

害
は
い
つ
何
時
起
き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
実
際

に
地
震
等
に
よ
る
大
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
落
ち
着

い
て
行
動
で
き
る
か
は
、防
災
訓
練
の
時
だ
け
で
な
く
、

日
ご
ろ
か
ら
一
人
ひ
と
り
が
常
に
高
い
防
災
意
識
を
持

ち
、
災
害
に
対
し
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

各
世
帯
に
配
布

さ
れ
て
い
る
「
市

民
防
災
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
参
考
に
家

庭
や
地
域
で
災
害

時
の
対
応
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
地

域
の
結
束
力
を
高

め
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
防
災

対
策
は
万
全
で
す
か
？

■
問
い
合
わ
せ
は
…
防
災
安
全
課
（
竜
王
庁
舎
３
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
６

大
き
な
揺
れ
に
襲
わ
れ
る
前
に

地
震
の
発
生
を
伝
え
る
気
象
庁
の

「
緊
急
地
震
速
報
」
シ
ス
テ
ム
が

始
ま
り
ま
す
。

最
大
震
度
５
弱
以
上
と
推
定
さ

れ
た
地
震
の
際
に
、
気
象
庁
が
事

前
に
情
報
を
出
し
、
強
い
地
震
に

備
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
を
通
じ
て
速

報
は
知
ら
さ
れ
ま
す
。

速
報
を
受
け
て
か
ら
、
大
地
震

に
襲
わ
れ
る
ま
で
に
残
さ
れ
た
時

間
は
数
秒
か
ら
数
十
秒
。
そ
の
わ

ず
か
な
時
間
に
何
が
で
き
る
で
し

ょ
う
か
。例
え
ば
家
に
い
た
場
合
、

ガ
ス
の
火
を
止
め
、
頭
を
保
護
し

机
の
下
に
隠
れ
る
な
ど
。

日
ご
ろ
か
ら
、
そ
の
間
に
身
を

守
る
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
考

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

第１回の検討委員会が８月27日に開
催されました。
この検討委員会は、市役所の庁舎増築

事業等に関する必要な事項を調査検討す
る目的で設置され、委員は議会、識見者、
地域住民および関係団体代表で構成され
ています。今回は、16名の委員の委嘱、
庁舎増築事業等についての経緯経過、今
後のスケジュールの報告が行われました。
市役所庁舎については、竜王庁舎に竜王
北部公民館機能を併せた庁舎を増築するこ
と、敷島庁舎は敷島総合文化会館周辺に新
設すること、双葉庁舎は耐震化を進めなが
ら大規模改修を行うことが検討されてお
り、今後も委員会を定期的に開催し、これ
らの事業への意見・提案等をとりまとめて
市長に報告し事業に反映させていきます。

９
月
１
日
、
敷
島
総
合
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
関
係
者
約
３

０
０
人
の
列
席
の
も
と
、
市
制
施
行

三
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。式

典
で
は
、
藤
巻
義
麿
市
長
が

「
豊
か
な
自
然
と
利
便
性
の
高
い
都

市
機
能
を
持
つ
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
地

域
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。今
後
も
、

時
代
の
潮
流
を
見
据
え
た
行
政
運
営

へ
の
転
換
を
図
り
つ
つ
、
市
民
と
の

協
働
に
よ
り
真
に
住
み
良
い
『
生
活

快
適
都
市
』
の
実
現
に
向
け
て
誠
心

誠
意
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。

式
典
後
に
は
、
順
天
堂
大
学
医
学

部
免
疫
学
教
授
奥
村
康
さ
ん
が
「
免

疫
と
長
生
き
」
と
題
し
て
記
念
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

奥
村
さ
ん
は
、
自
身
の
研
究
や
さ

ま
ざ
ま
な
事
例
に
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

な
が
ら
、
長
生
き
の
秘
訣
に
つ
い
て

話
し
ま
し
た
。

「
地
域
の
結
束
が
何
よ
り
の
防
災
」

緊
急
地
震
速
報

10
月
１
日
ス
タ
ー
ト



地
籍
調
査
の
必
要
性
と
目
的

人
に
関
す
る
記
録
と
し
て
戸
籍
が
あ
る

よ
う
に
、
土
地
に
関
す
る
記
録
を
地
籍
と

い
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
、
利
用
で
き
る
地
籍
の
ほ

と
ん
ど
は
明
治
時
代
に
行
わ
れ
た
土
地
調
査

の
結
果
を
基
礎
と
し
て
、
各
土
地
が
記
録
さ

れ
て
い
る
た
め
、
各
土
地
等
の
面
積
な
ど
に

正
確
性
を
欠
い
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
た
め
境
界
の
決
定
な
ど
の
際
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
て
お
り
、
土
地
管
理

（
利
用
）
の
円
滑
化
を
は
か
る
た
め
に
も
、

明
確
な
地
籍
が
必
要
と
な
り
ま
す
。そ
こ
で
、

す
べ
て
の
土
地
所
有
者
、
地
番
、
地
目
、
面

積
を
調
査
し
、近
代
的
な
測
量
技
術
に
よ
り
、

正
確
な
面
積
の
把
握
と
精
度
の
高
い
地
図
を

作
成
し
、
土
地
に
関
す
る
紛
争
の
防
止
、
そ

の
他
多
目
的
に
調
査
結
果
を
活

用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
の

が
地
籍
調
査
事
業
で
す
。

本
年
度
は
下
芦
沢
地
番
（
岩

前
・
堰
代
・
堰
上
・
堰
下
・
道

下
･
川
端
・
石
コ
ツ
・
平
石
・

立
岡
口
・
水
無
・
道
上
・
藪
下
・

上
ノ
段
・
日
影
畑
・
岩
上
・
寺

沢
）
を
一
筆
地
調
査
区
域
と
し
、

事
業
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

下
芦
沢
第
１
区
域
の
一
筆
地

現
地
立
会
い
は
、
11
月
か
ら
12

月
に
か
け
て
実
施
予
定
で
す
。

地
籍
調
査
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
所

有
者
と
隣
接
地
と
の
境
界
点
の
決
定
お
よ

び
境
界
点
へ
の
杭
打
ち
、
現
地
立
会
い
、

閲
覧
時
に
お
け
る
境
界
点
の
結
線
が
適
正

か
ど
う
か
な
ど
、
み
な
さ
ん
に
お
手
数
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
今
回
の
調
査
が
終
了

す
る
と
、
調
査
デ
ー
タ
は
保
管
さ
れ
、
境

界
の
確
認
や
復
元
な
ど
将
来
に
わ
た
り
土

地
管
理
が
便
利
と
な
り
ま
す
。

確
実
な
調
査
を
行
う
た
め
に
も
、
み
な
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

農
林
振
興
課
（
双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
５
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信玄堤を中心に信玄公の治水施設を巡ります。
スタート・ゴールは信玄堤公園で、信玄堤公園、
霞堤、将棋頭に説明要員を配置します。甲府河川
国道事務所、甲斐市ほか関係団体の共催、後援に
より開催します。
○6.5kmコース 信玄堤公園から釜無川河川公
園サイクリングロードを開国橋で折り返す
○12.0kmコース 信玄堤公園から御勅使川沿
いに韮崎竜岡将棋頭で折り返す
○16.5kmコース 御勅使川右岸沿いに御勅使
南公園・白根将棋頭・御勅使川左岸沿いに竜
岡将棋頭を通り、信玄堤公園に戻る

対　象 健康な状態で参加出来る人
（中学生以下と障害者は保護者同伴）

日　時 10月20日（土）
午前８時15分　受付開始
午前９時　　　 開会式　準備運動
午前９時30分　スタート

午後３時30分　終了予定
※小雨実施・雨天中止　当日のYBSラジオ（６
時50分･７時50分のニュース）で実施の有無
をお知らせします。

集合場所 信玄堤公園
駐車場 信玄堤公園臨時駐車場・竜王北中学校
申込方法 電話またはFAX
※個人情報は、主催者で共有し信玄堤ウォーク
の運営のみに利用します。

参加料 無料（昼食は各自で用意）
持ち物 保険証・雨具など
※当日は八幡芋煮汁を配布予定
■申し込み・問い合わせは…
建設課（竜王庁舎２階） 055（278）1668

055（276）7214
山日YBS営業推進局 055（231）3121

055（231）3107

平成19年度調査区域 平成19年度調査区域 
下芦沢第下芦沢第１区域区域 下芦沢第１区域 

境
界
杭
設
置
・
境
界
確
認
に

ご
協
力
く
だ
さ
い



■下水道計画（素案）の縦覧
①縦覧期間
10月２日（火）～15日（月） 午前９時～午後５時
土、日および祝日は、午前９時～正午

②縦覧場所　下水道課（竜王庁舎２階）
③内　容
都市計画（公共下水道）の変更
主な内容
・甲府都市計画区域内の下水道計画区域の変更
大久保区の一部、天狗沢区の一部

・韮崎都市計画区域内の下水道計画区域の追加
登美団地区の一部、上志田区・下志田区・旭
台区の一部（国道20号線南側商業開発地）
・その他事業施工区域の拡大等（計画区域内）

■公聴会
①開催日時　10月22日（月）午後７時～
②開催場所　大会議室（竜王庁舎３階）

■公述の申し出（意見書の提出）
この素案について、公述（公聴会で意見を述べ

ること）を希望する人は、述べようとするご意見
の要旨と住所・氏名等を記載した書面を提出して
ください。
なお、公述できる人は、市内に住所のある人お

よび利害関係のある人です。
①意見書の提出先
〒400－0192
甲斐市篠原2610 甲斐市役所下水道課

②提出期限
10月15日（月） 午後５時30分
■その他必要事項
公述の申し出がない場合は、公聴会は開催され

ません。
■問い合わせは…
下水道課（竜王庁舎２階） 055（278）1670

6

市では、公共下水道計画（事業予定区域等）の見直しを行っています。
ついては、広く市民のみなさんの意見をお聞きするため、次のとおり素案を縦覧するとともに

公聴会を開催しますのでお知らせします。

天狗沢区の一部 大久保区の一部

甲府都市計画区域内の主な変更箇所

上志田区・下志田区・旭台区の一部 登美団地区の一部

韮崎都市計画区域内の主な追加箇所



市
で
は
、
緑
豊
か
な
潤
い
の
あ
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市内における交通事故発生状況は、平成17
年から平成18年においては発生件数、死者数、
負傷者数とも減少傾向にありました。
しかし、今年６月までの交通事故発生状況

は、平成18年の６月現在と比較すると、発生
件数333件（50件増）、負傷者数424人（79
人増）といずれも著しく増えており、県内市
町村の中でワースト２位という状況です。
地区別では竜王地区、双葉地区内での増加

が顕著です。
さらに、事故発生の内容をみると、飲酒事

故９件（４件増）、高齢者事故72件（31件増）、
歩行者事故22件（11件増）と非常に高い数
値を示しています。
「交通事故防止はまず自分から」を再認識

し、市民ひとり一人が交通ルールを守り、交
通事故の防止に努めましょう。

■問い合わせは…
防災安全課（竜王庁舎３階）
055（278）1676

当センターでは、「育児の援助を受けたい人（依
頼会員）」と「育児の援助を行いたい人（協力会員）」
を会員とし、地域相互援助活動を行っています。
会員登録に伴い、協力会員の活動のための講習会

を開催します。有資格者や子育て経験者などで、ボ
ランティア精神があり子どもと接するのが好きな人
の参加をお待ちしています。
受講後、活動に興味を持たれた人は会員登録をお

願いします。
日　時 10月15日（月） 午前10時～午後３時30分
場　所 敷島第２庁舎　子育てひろばプレイルーム

内　容 「保育のこころ」「子どもの遊びと世話」「子
どもの安全と健康管理」「協力会員の活動
をして（体験談）」

講　師 市保育園長
児童館長
保健師ほか

参加料 無料
※昼食とスリッパ
は各自でご用意
ください。

■問い合わせは…
ファミリー･サポート･センター（敷島第２庁舎）
055（277）1762

子育て支援課（敷島庁舎１階）
055（277）3115
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市内には、135の自治会（区）があります。この
中から２つずつ、自治会（区）のなかで特徴のあ

るもの、人、活動など順番に紹介しています。

富竹新田２区（小林敏男自治会長）
富竹新田２区自治会は、竜王地区の北

東に位置し国道20号が南を通過する地
域にあり、現在、自治会に加入している
世帯数は約290です。自治会内には、ア
パートや借家が多く比較的高齢者の比率
が高いのが特徴です。このような中、平
成18年度から高齢者を対象にした「い
きいきサロン」をスタートさせました。
これは、市の高齢福祉課の要請により始
めたもので、運営については自治会の役
員が話し合い、開催日や参加費を定めま

した。サロンは毎
月13日に開催し、
参加費は１人100
円を負担してもら
うこととなってい
ます。サロンの
運営は、自治会
からの助成金と
参加費で行わ
れ、民生委員の
積極的な勧誘もあ
り毎月約30名程
が参加してい
ます。
サロン
の 主

な内容は、介護や救急医療の講習
会、県内の観光地や温泉な
どの日帰り旅行、バー
ベキューや地域の奉仕
活動などさまざまで、
地域の高齢者のみな
さんが楽しく親睦が
図れ、いきいきとし
た日々が過ごせるよう運
営しています。本来、家にこもり
がちの高齢者のみなさんにコミュニティの場に参
加してもらい、癒しの場とするのがサロンの目的
です。自治会では、今後も一人でも多くの高齢者
が参加してくれるよう、魅力あるサロンの運営に

向けて改善する
とともに、これ
らの活動をとお
して活気のある
自治会づくりに
取り組んでいき
たいと考えてい
ます。

大下条西（長田榮昭自治会長）
大下条東（山口正智自治会長）
大下条西・東自治会は敷島地区の南、

ＪＲ中央本線の北側に隣接する地域に
あります。
近年、賃
貸住宅の
建設や大
型商業施
設などの
出店によ
り都市化

が進み、現在の世
帯数は西が約480、
東が約500とどち

らも大きな自
治会にな
っていま
す。両自
治会では、催しを合同で開催し親睦が
図られています。４月に行われた歩
け歩け大会や８月の原山神社の祭
典など、みなさんが気軽に参加で
きる催しを開催。８月の原山神社
の祭典では、前日の夜祭で子どもた

ちの信玄ロックの踊りや
敷島吹奏楽団の演奏、
盆踊り大会などが行
われ大変盛り上がり
ました。祭り当日は、
子どもと大人の神輿
が渡

と

御
ぎょ

され、大人神輿
は県内でも珍しく途中で

担ぎ手に水かけが行われ、市内外から集
まった若葵会のみなさんが威勢よく練り
歩きました。また、公民館を利用した活
動も活発に行われており、文化部・老人ク

ラブのみなさんが、民謡、大正琴、舞踊、フラ
ダンスなどに積極的に取り組んでいます。今年
は、新たな試みとしてパソコン教室を開催。講
師を招いて行われた８回の教室に幅広い年齢層
のみなさんが参加し、文書の作成などパソコン
の操作を学びまし
た。来年３月には、
新竜王駅舎も完成
し周辺整備も進む
ことから、地域も
今以上に発展する
ことが期待されま
す。



甲斐市スポーツ施設開放
一斉開放
場　所 双葉公民館ホール
日　時 10月22日（月）

・学校体育施設（11月分） 午後７時～
・社会体育施設（12月分） 午後８時～

随時開放
場　所 スポーツ振興課・竜王北部公民館・敷島公

民館窓口
日　時 10月25日（木）～

午前８時30分～午後５時30分
・学校体育施設（11月分）
・社会体育施設（12月分）

■問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
0551（20）3656

「軽スポーツ広場」
でさわやかな汗
９月９日（日）、市体育指
導委員による「軽スポー
ツ広場」をドラゴンパー
クにて開催。おなじみの
グラウンドゴルフのほか、

フライングディスクやスナッグゴルフなど誰でも楽
しめるニュースポーツを紹介しました。当日は約60
人が参加し、親子でグラウンドゴルフの勝負をした
りとさわやかな汗を流しました。

第３回甲斐市ジュニアサッカー
フェスティバル結果報告

９月８日（土）、９
日（日）の２日間に
わたり市内５会場
で開催され、県内
から市内の８チー
ムを含む48チーム
が参加しました。
１日目はパート別
順位決定戦を行い、
２日目は順位ごと
によるトーナメン
ト戦が行われ、市
内チームでは竜北
と敷島Ａが１位パ
ートに進み健闘し
ました。

ヴァンフォーレ甲府を応援しよう！
現在、Ｊ１残留をかけ奮闘中のヴァンフォーレ甲府。
スタジアムでの熱い声援でヴァンフォーレ甲府を後
押しよう。

温水プールになった双葉B＆G海洋センター。
11月30日までご利用いただけます。
※敷島B＆G海洋センターは9月30日をもって今年　
度の営業を終了しました。
B＆G海洋センタープール日程表
開館期間 双葉Ｂ＆Ｇ海洋センター

開館中　11月30日（金）まで
開館時間 午前10時～正午（午前の部）

午後１時～５時（午後の部）
午後６時～９時（夜間の部）

注意事項　　　　　　　 料金表
・入泳する際には、スイ
ミングキャップの着用が
義務付けられています。
・幼児および夜間の小中
学生の利用は、必ず保護
者同伴でお願いします。
■問い合わせは…教育委員会スポーツ振興課　

0551（20）3656

○双葉B＆G海洋センター（毎週火曜日休館）
甲斐市宇津谷1957 0551（28）6004

9
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９月８日●
勇壮かつ幻想的な演奏に酔いしれる●

●市内の学校が大活躍　８・９月

竜南エコフェスタ　８月25日●

●９月８日
ねんりんピックで好成績

●８月25・26日　
公民館まつりで地域の人たちが交流

篠原の疾測量駐車場で今回で15回目となる
竜南エコフェスタが行われました。空き缶10
個と引き換えで１回抽選できる抽選会コーナ
ーでは、空き缶のたくさん入った袋を持った
地域のみなさんが続々と会場を訪れていまし
た。集まった空き缶はボランティアの小中学
生らが手際よく仕分けていました。会場では、
ほかに模擬店や歌謡ショーなどが行われ、多
くの人で賑わい、ショベルカーの乗車体験は
特に子ど
もたちの
人気を集
めていま
した。

高齢者の祭典「いきいき山梨ねんりんピッ
ク2007」が小瀬スポーツ公園をメーン会場に
開かれ、甲斐市からも多くの市民が参加し、
ソフトバレーボール、バウンドテニス、ペタ
ンクや輪投げなどの競技に汗を流しました。
出場した選手のみなさんは日ごろの練習の成
果を披露。多数の競技で優勝するなど好成績
を収めました。

双葉ふれあい文化館で世界的に有名な和太鼓奏者
の天野宣さんと鼓響集団・阿羅漢のコンサートが開
催されました。天野さんは同館のこけら落としでも
演奏を行なっていて、今回で２回目のコンサート。
500席ある会場は満員の聴衆で埋め尽くされ、いき
いきとした魂の叫びを和太鼓と篠笛の響きに込める
天野ミュージックに酔いしれました。

日ごろから竜王南部公民館を利用して活動している
みなさんの交流と発表の機会として、「竜王南部公民館
まつり」が開催されました。室内では、押し花・墨絵
などの作品展示や舞踊・篠笛などの舞台発表が行われ、
屋外ではおまつり村が設置され、フリーマーケットや
模擬店、抽選会など盛りたくさんの催しが行われました。

第47回県吹奏楽コンクールにおいて、竜王北
小・敷島南小・敷島中・双葉中がそれぞれの部門
で県代表として西関東大会の出場をきめ、第18回
県マーチングコンテストにおいても竜王北中が西
関東大会に進む活躍を見せました。９月１・２日
に群馬県で開かれた西関東吹奏楽コンクールでは、
竜王北小と敷島中が力強い演奏を披露。竜王北小
が東日本大会、敷島中が全日本大会へと見事出場
権を獲得しました。
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県子どもクラブ親睦球技大会が双葉スポーツ公
園グラウンド・双葉体育館で開催され、県内各地
区の代表が集まり、男子がソフトボール、女子は
ミニソフトバレーで熱戦を繰り広げました。開会
式では、出場選手を代表して市内の境Aチーム長田
健吾くんと団子チーム前田早季さんが力強く選手

宣誓を行いま
した。大会結
果は、ミニソ
フトバレーに
出場した上篠
原チームが３
位と健闘しま
した。

夏休み子ども電気教室○
８月23・24日●

●９月９日　
消防団が矢木羽湖で放水訓練　

９月１・２日●
市制３周年を記念して無料開放○

●８月18日　子どもクラブ県大会開催

市制施行３周年を記念して、市営温泉、プール
の無料開放が行われ、多くの来館者のみなさんで
賑わいました。このうち玉幡公園（Kai・遊・パー
ク）総合屋内プールでは、歩行プールやリラクゼ
ーションプール、子どもプールなどを利用して、
楽しい時間を過ごす親子の姿が見られました。

竜王南部公民館で、木工体験講座が開催され多
くの親子が参加しました。年度が変わってもずっ
と使える木の永久カレンダーづくりに挑戦。講師
の先生から、
糸鋸の使い
方や木の切
り方を学び、
親子で作品
づくりに没
頭していま
した。

電気のし
くみや安全
な使い方を
実験を通し
て学ぶ電気
教室が竜王
北部公民館
で開かれま
した。くだ
もの電池を
作る実験に、子どもたちは興味津々。輪切りにした
グレープフルーツやレモンに電極を差し込み、接続
した電子メロディーから曲が流れるとくだもの電池
の完成。他にもクリップや消しゴムなど身近な材料
を使ってモーターをつくり、電気について楽しく学
んでいました。

市消防団敷島分団が非常召集訓練を行い、甲府
西消防署と合同の一斉放水訓練を矢木羽湖で実施
しました。訓練は消防団が管理しているポンプ車
両や小型ポンプを使用し、新入団員に先輩消防団
員が機械の扱い方などを指導しながら５分間の一
斉放水を３回行いました。

●８月26日　親子で木工づくり

市内の各中学校で学園祭が行われました。この
うち竜王中の文化部門では、午前中は合唱発表が
行われクラスごとに日ごろの練習の成果を披露し
ました。他に
も展示発表や
午後からはス
テージ発表が
行われ、多く
の保護者が見
学に訪れてい
ました。

中学校で学園祭　９月●
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●竜王会場
○朗読をあなたに
日時 11月２日（金）午後７時30

分開演（午後７時開場）
場所 竜王図書館視聴覚室
出演 清水章子氏、横内藤子氏　他

○上映会「ゲゲゲの鬼太郎」('07)
日時 11月３日（土）午後１時30

分開演（午後１時開場）
場所 竜王図書館視聴覚室

○魔女のおはなしパーティー
日時 11月４日（日）午後２時開

演（午後１時30分開場）
場所 竜王図書館視聴覚室

○古本と雑誌のバックナンバー市
日時 11月３日（土）・４日（日）

午前10時～午後４時
場所 竜王図書館前
内容 古本と2003年度発行の雑誌

○フリーマーケット出店
グループ募集

お宅で眠ってる本、雑貨、衣類
など出店してみませんか
日時 11月３日（土）・４日（日）

午前10時～午後４時　

場所 竜王図書館前
募集グループ数 各日８組
出店受付 10月２日（火）午前10
時から（定数になり次第締切）
■申し込み・問い合わせは…
竜王図書館　 055（278）0811

●敷島会場
○ライライくんのおはなし劇場
日時 10月28日（日）午後２時開

演（午後１時45分開場）
場所 敷島総合文化会館視聴覚室
内容 手袋人形、大型絵本、手遊

び、手話、ペープサート、
上映会など

○ライライくんのスタンプラリー
日時 10月27日（土）～11月29日（木）
場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 幼児・小学生
内容 色々な本を読んで図書館は

かせになろう！読み終わっ
て良かった本をお友だちに
しょうかいしてね。スタン
プを５コ集めると手作りの
きねんひんがもらえるよ。

■申し込み・問い合わせは…
敷島図書館　 055（277）9955

●双葉会場
○ふうせん劇場スペシャル
日時 10月27日（土）午後２時開

演（午後１時45分開場）
場所 双葉図書館２階視聴覚室
内容 読み聞かせ、パネルシアター

など
■申し込み・問い合わせは…
双葉図書館　 0551（20）3669

～ライブ・フェスタ・甲斐2007～図書館まつり

“絵本と紙芝居が生まれるまで”
日時 11月11日（日）午後１時　

30分（午後１時開場）
場所 竜王図書館視聴覚室
内容 「おかあさんがおかあさ

んになった日」、「せとう
ちたいこさん」シリーズ
でお馴染みの長野ヒデ子
さんが作品を生み出す背
景などを語る。講演会終
了後、サイン会を予定。

申込受付 10月２日（火）午前　
10時から（定員にな　
り次第締切）

■申し込みは…竜王図書館　
055（278）0811

絵本作家 長野ヒデ子氏講演会
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対象 小学生
日時 10月20日（土）

午前10時30分～11時30分
場所 竜王図書館おはなしコーナー
テーマ ようこそ、かぼちゃ国へ
内容 お話、ブックトーク、工作

対象 ０歳～１歳６か月
日時 10月４日（木）、18日（木）

午前10時30分～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 わらべうた、読み聞かせ、

手袋人形、絵本の紹介

対象 １歳６か月～３歳
日時 10月４日（木）、18日（木）

午前11時10分～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 手袋人形、読み聞かせ、手

遊び、パネルシアターなど

対象 幼児～
日時 10月６日（土）午後２時～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 手袋人形、わらべうた、読

み聞かせ、パネルシアター
など

対象 幼児～
日時 10月20日（土）午後２時～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 詩、読み聞かせ、紙芝居、

手話、わらべうたなど

対象 就園前の乳幼児
日時 10月11日（木）

午前11時～11時30分
場所 双葉図書館おはなしコーナー
内容 読み聞かせ、手遊び、パネ

ルシアターなど

聞いて味わう本の世界。どなたで
もお気軽にご来店ください。
日時 10月18日（木）

午後１時30分～
場所 竜王図書館会議室
メニュー　　「大将」柴田錬三郎 著 他
板前 ねの会
助っ人板前　ごくらくとんぼ

日時 10月11日（木）、25日（木）
場所 竜王図書館おはなしコーナー
・ひよこ組
対象 ５か月～１歳６か月
時間 午前10時15分～10時45分
内容 読み聞かせ、手遊びなど

・こぐま組
対象 １歳６か月～３歳
時間 午前11時～11時30分
内容 読み聞かせ、パネルシ

アター、おりがみなど

対象 ３歳～
日時 10月13日（土）、27日（土）

午前10時30分～11時15
分

場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、読み聞かせ、パネル

シアター、工作など

対象 小学生
日時 10月６日（土）

午前10時30分～11時30分
場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、工作など

対象 幼児・小学生
日時 10月13日（土）

午前10時30分～11時
場所 双葉図書館おはなしコーナー
内容 読み聞かせ、パネルシアター

など

『トムとジェリーワイルド・スピード』
2005年/75分/吹き替え
アニメーション

日時 10月13日（土）午後１時
30分開演（１時開場）

場所 敷島総合文化会館視聴覚室
定員 先着80名
『天国からのメッセージ』

2004年/韓国/123分/字幕
監督/キム・サンジン　主
演/チャ・スンウォン、チ
ャン・ソヒ　他

日時 10月20日（土）午後１時
30分開演（１時開場）

場所 双葉図書館視聴覚室
定員 先着50名
『木更津キャッツアイ日本シリーズ』

2003年/日本/123分　監
督/金子文紀　主演/岡田准
一、桜井翔　他

日時 10月21日（日）午後１時
30分開演（１時開場）

場所 竜王図書館２階視聴覚室
定員 先着180名

しろくまちゃんのおへや

朗読のおいしいお店
おきらく亭　

キッズぷらねっと　
～ストーリーテリング編～

敷島図書館

双葉図書館

えほんのにわ

らいおんちゃんのゆりかご

らいおんちゃんのへや

おはなしのもり

ふうせん劇場

竜王図書館

キッズぷらねっと
～ブックトーク編～

こぐまちゃんのおへや

おはなしのとびら

上映会のお知らせ

開館時間 ●平　日：午前10時～午後7時
●土・日：午前09時～午後5時

10月のおやすみ 定例休館日 １日（月）、８日（月）、15日（月）、22日（月）、
29日（月）

月末整理日 31日（水）

図書館では、視覚障害の方に第
四種郵便扱いで無料郵送サービ
スを行ないます。
点字図書やＣＤ、カセットなど
の録音資料を貸し出します。ま
た、対面朗読サービスも行なっ
ていますのでお気軽にご相談く
ださい。
なお、初回利用登録は各図書館
窓口で受け付けいたします。住
所および視覚障害者であること
が証明できるものをお持ちくだ
さい。代理の方でも結構です。

視覚障害者への郵送サービ
スを行ないます。



現
在
の
受
給
者
証
は
10
月
31
日
（
水
）

で
有
効
期
限
と
な
り
ま
す
。

対
象
者
に
は
お
知
ら
せ
を
送
り
ま
す

の
で
、
次
に
よ
り
更
新
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の

・
受
給
者
証
（
黄
色
の
カ
ー
ド
）
・
重
度

心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
更
新
申

請
書
（
必
要
事
項
を
記
入
の
上
）
・
健

康
保
険
証
・
老
人
医
療
受
給
者
証
（
該

当
す
る
人
）
・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療

育
手
帳
、
保
健
福
祉
手
帳
、
障
害
年
金

証
書
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
証
書
の
い

ず
れ
か
該
当
す
る
も
の
・
印
鑑
・
１
月

１
日
以
降
の
転
入
者
は
平
成
19
年
度

（
平
成
18
年
中
）
所
得
課
税
証
明
書
（
課

税
市
町
村
か
ら
交
付
を
受
け
る
）

更
新
期
間

10
月
18
日
（
木
）
〜
31
日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
は
…

福
祉
課
敷

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
４
　

竜
王
支
所
地
域
課
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６
　

双
葉
支
所
地
域
課
双

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
１

来
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
子

ど
も
を
対
象
に
、
学
校
保
健
法
の
規
定

に
よ
り
就
学
時
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
保
護
者
ま
た
は
代
理
の
人

が
付
き
添
い
の
上
、
必
ず
健
康
診
断
を

受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
就
学
に
つ
い
て
、
心
配
・
相

談
し
た
い
こ
と
が
あ
る
人
は
、
事
前
に

教
育
委
員
会
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

当
日
、
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
７

市
で
は
、
毎
年
計
量
法
に
基
づ
き
、

一
定
期
間
を
経
過
し
た
水
道
メ
ー
タ
ー

を
無
料
で
取
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。（
漏
水
等
が
あ
っ
た
場
合
は
、

修
理
内
容
に
よ
り
別
途
修
理
費
が
か
か

り
ま
す
）

該
当
す
る
ご
家
庭
に
、
市
の
委
託
業

者
が
身
分
証
を
携
帯
し
て
伺
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
周
辺

に
自
動
車
等
の
障
害
物
や
庭
で
の
ペ
ッ

ト
の
放
し
飼
い
で
作
業
が
困
難
と
な
る

場
合
が
あ
る
の
で
、
作
業
し
や
す
い
状

態
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

取
り
替
え
対
象
地
区
と
期
間

対
象
区
域

奇
数
月
検
針
地
区

（
竜
王
お
よ
び
双
葉
地
区
）

期
間

８
月
中
旬
〜
９
月
上
旬
（
１
回
目
）

10
月
中
旬
〜
11
月
上
旬
（
２
回
目
）

対
象
区
域

偶
数
月
検
針
地
区

（
竜
王
お
よ
び
双
葉
地
区
）

期
間

９
月
中
旬
〜
10
月
上
旬
（
１
回
目
）

11
月
中
旬
〜
12
月
上
旬
（
２
回
目
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
水
道
局
工
務
課

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
３
４

敷
島
地
区
は
、
上
水
道
が
甲
府
市
上

下
水
道
局
か
ら
、
下
水
道
は
甲
斐
市
か

ら
の
請
求
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合
は

別
々
の
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
引
越
し
の
際
の
連
絡
方
法

敷
島
地
区
に
お
住
ま
い
の
人
が
、
転

出
ま
た
は
転
居
す
る
際
は
、
お
手
数
で

も
次
の
手
順
に
よ
っ
て
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
こ
の
連
絡
に
よ
っ
て
甲
府
市

水
道
料
、
甲
斐
市
下
水
道
使
用
料
を
精

算
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

連
絡
事
項

住
所
、
氏
名
、
転
出
日
、

転
出
先
、
電
話
番
号

①
甲
府
市
上
下
水
道
局
に
連
絡

０
５
５
（
２
２
８
）
３
３
１
１

②
甲
斐
市
下
水
道
課
に
連
絡
　

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
０

６
〜
９
月
の
４
か
月
分
を
、
10
月
15

日
（
月
）
に
指
定
の
口
座
へ
振
り
込
み
ま

す
。
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
子
育
て
支
援
課
敷

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報
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住 民 基 本 台 帳 の 閲 覧 結 果
（平成19年８月）

■申請者　山梨県企画部県民室　　　
青少年課

■閲覧の目的 「青少年の生活意識　　
調査」における調査対象抽出のため
■閲覧結果の公表時期　　　
平成20年２月
■閲覧地域　甲斐市全体
■閲覧件数　80件

障
害
者
医
療
費
助
成
金
受
給
者
証
の

更
新
申
請
に
つ
い
て

平
成
20
年
度
小
学
校
就
学
予
定
者

健
康
診
断
に
つ
い
て

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え
に
つ
い
て

敷
島
地
区
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て

10
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す



プ
レ
イ
ル
ー
ム
・
リ
ラ
ッ
ク
ス
ル
ー

ム
・
食
堂
が
あ
り
、
甲
斐
市
在
住
（
３
歳

未
満
）
の
親
子
が
自
由
に
使
え
ま
す
。
す

べ
り
台
や
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
、
絵
本
も
充

実
。
土
曜
日
も
開
館
し
て
い
ま
す
。

リ
ズ
ム
遊
び
や
、
読
み
聞
か
せ
、
わ

ら
べ
う
た
を
親
子
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

開
催
日
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
10
時
50
分

対
象
年
齢

火
曜
・
水
曜
　

６
か
月
〜
１
歳
６
か
月

木
曜
・
金
曜

１
歳
６
か
月
〜
３
歳
未
満

歌
を
歌
っ
た
り
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

体
を
使
っ
て
遊
び
ま
す
。

日
時

10
月
26
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

対
象１

歳
６
か
月
〜
３
歳
未
満
児
の
親
子

講
師

窪
田
音
楽
教
室

窪
田
敏
子
さ
ん

定
員

15
名
（
予
約
制
）

申
込
受
付

10
月
４
日
（
木
）
午
前
９
時
30
分
〜

窓
口
で
直
接
受
付
。（
電
話
は
不
可
）

保
育
園
・
児
童
館
の
情
報
提
供
、
育

児
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
面
接
相
談

の
ほ
か
電
話
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
相
談
専
用
電
話
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
６
０

子
育
て
経
験
や
知
識
を
生
か
し
、
子

ど
も
た
ち
と
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
協

力
し
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
場
所

子
育
て
ひ
ろ
ば
（
敷
島
第
２
庁
舎
）

活
動
内
容

子
育
て
教
室
の
講
師
・
子

育
て
講
演
会
参
加
者
の
託
児
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
ひ
ろ
ば
敷
２
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
７
６
２

来
年
の
成
人
式
は
「
成
人
の
日
」
前
日

の
日
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。
お
間
違
え

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時

平
成
20
年
１
月
13
日
（
日
）

受
付
　
午
前
９
時
〜

式
典
　
午
前
10
時
〜

場
所

ア
ピ
オ
（
昭
和
町
西
条
３
６
０
０
）

対
象

昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

来
年
成
人
式
を
迎
え
る
人
で
、
成
人

式
の
企
画
に
参
加
し
、
お
手
伝
い
し
て

く
れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
一
生
に
一

度
の
成
人
式
を
自
ら
の
手
で
作
り
上
げ

て
み
ま
せ
ん
か
。
グ
ル
ー
プ
で
の
参
加

も
可
能
で
す
。

募
集
内
容

平
成
20
年
成
人
式
の
企
画

（
記
念
品
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
）
・
運

営
（
司
会
・
入
場
整
理
）
等

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８
　
　
　

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
生
活
支

援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
、
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
後
日
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
職
員
が
訪
問
し
調
査
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

調
査
の
結
果
、
派
遣
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

内
容

年
末
生
活
支
援
（
障
子
の
張
替

え
、
庭
木
の
手
入
れ
、
普
段
手
の
届

か
な
い
箇
所
の
掃
除
な
ど
）

期
間

11
月
中
旬
か
ら
12
月
中
旬

（
要
相
談
）

対
象

65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
お
よ

び
障
害
者
世
帯

負
担
金

５
０
０
円
〜
１
、
０
０
０
円

（
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
８
４

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報

… 敷島第２庁舎敷
２

竜 … 竜王庁舎

敷 … 敷島庁舎

双 … 双葉庁舎
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子
育
て
ひ
ろ
ば

ぽ
け
っ
と
ひ
ろ
ば

（
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
）

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

子
育
て
相
談

子
育
て
ひ
ろ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

平
成
20
年
成
人
式
の
お
し
ら
せ

平
成
20
年
成
人
式
実
行
委
員
の
募
集

生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

派
遣
し
ま
す



募
集
人
員

３
歳
児
（
３
年
保
育
）
40
名
程
度

４
歳
児
（
２
年
保
育
）
若
干
名

５
歳
児
（
１
年
保
育
）
若
干
名

願
書
の
配
布
・
受
付
期
間

11
月
５
日
（
月
）
〜
７
日
（
水
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

入
園
選
考
会

健
康
診
断
と
面
接
に
よ
る
心
身
の
発

達
検
査
を
、
11
月
16
日
（
金
）
午
後
１
時

か
ら
し
き
し
ま
幼
稚
園
で
行
い
ま
す
。

入
園
希
望
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
に
て
決
定
し
ま
す
。

入
園
許
可

入
園
を
許
可
す
る
者
に
つ
い
て
は
、

11
月
末
日
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

幼
稚
園
の
見
学
会

10
月
19
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
　

※
見
学
希
望
者
は
事
前
に
電
話
で
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
願
書
請
求
・
問
い
合
わ
せ
は
…

し
き
し
ま
幼
稚
園

０
５
５
（
２
７
７
）
２
２
１
８

●
開
会
式

11
月
３
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
（
午
前
９
時
受
付
開
始
）

会
場

敷
島
総
合
文
化
会
館

●
舞
台
発
表

11
月
３
日
（
土
）
・
４
日
（
日
）

※
３
日
（
土
）
は
開
会
式
終
了
後
、
４
日

（
日
）
は
午
前
10
時
開
始

会
場

敷
島
総
合
文
化
会
館

●
展
示
部
門

11
月
２
日
（
金
）
〜
４
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

※
４
日
（
日
）
は
午
後
３
時
ま
で

会
場

敷
島
体
育
館

●
競
技
部
門

囲
碁

11
月
３
日
（
土)

会
場

双
葉
百
楽
泉

将
棋

11
月
３
日
（
土)

会
場

敷
島
勤
労
者
会
館

か
る
た

11
月
４
日
（
日
）

会
場

敷
島
総
合
文
化
会
館

●
実
技
部
門

茶
道

11
月
３
日
（
土)

会
場

敷
島
総
合
文
化
会
館

■
問
い
合
わ
せ
は
…
文
化
協
会
事
務
局
　

（
生
涯
学
習
文
化
課
内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８

会
場

竜
王
中
部
公
民
館

玉
幡
小
学
校
校
庭

●
10
月
13
日
（
土
）

展
示
発
表

午
後
１
時
〜
４
時

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

朗
読
の
会

午
後
２
時
〜
３
時

●
10
月
14
日
（
日
）

開
会
式

午
前
９
時
〜
９
時
20
分

舞
台
発
表

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

展
示
発
表

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

子
ど
も
の
そ
と
遊
び

午
前
10
時
〜
正
午

子
ど
も
お
は
な
し
の
会

午
前
10
時
〜
正
午

販
売
コ
ー
ナ
ー

午
前
10
時
〜
売
り
切

れ
次
第
終
了
（
模
擬
店
・
季
節
の
野

菜
・
古
雑
誌
・
陶
芸
作
品
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
中
部
公
民
館
　

０
５
５
（
２
７
６
）
５
７
８
２

市
の
福
祉
事
業
充
実
の
た
め
開
催
さ

れ
、
集
ま
っ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
は
市

社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
れ
ま
す
。

会
場

10
月
25
日
（
木
）

敷
島
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

11
月
６
日
（
火
）

甲
斐
芙
蓉
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

募
集

各
会
場
20
組
（
80
名
）

参
加
料

１
４
、
５
０
０
円
（
キ
ャ
デ
ィ
ー
付
）

１
１
、
０
０
０
円
（
セ
ル
フ
プ
レ
ー
）

申
込
期
日

敷
島
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
　
　

10
月
15
日
（
月
）

甲
斐
芙
蓉
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

10
月
30
日
（
火
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

敷
島
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
　

０
５
５
（
２
７
７
）
６
１
１
１

甲
斐
芙
蓉
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
　

０
５
５
１
（
２
３
）
０
２
２
２
　

日
時

12
月
９
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所

ア
ピ
オ
（
昭
和
町
西
条
３
６
０
０
）

対
象

市
内
在
住
の
手
帳
所
有
の
障
害

児
と
そ
の
家
族

参
加
料

対
象
者
　
５
０
０
円
　

家
族
　
１
、
０
０
０
円

定
員

１
０
０
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
期
間

10
月
１
日
（
月
）
〜
31
日
（
水
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
８
４

竜
王
北
部
公
民
館

展
示

沙
羅
倶
楽
部
（
押
し
花
の
会
）

期
間

10
月
16
日（
火
）〜
12
月
18
日（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
北
部
公
民
館
　
　

０
５
５
（
２
７
６
）
７
５
１
１

公
認
指
導
者
が
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

主
催

市
教
育
委
員
会

日
時

10
月
20
日
（
土
）、
27
日
（
土
）

午
後
６
時
〜
８
時
（
計
２
回
）

会
場

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
ア
イ
ス
ア

リ
ー
ナ
　
※
15
分
前
に
現
地
集
合

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報

16

平
成
20
年
度
し
き
し
ま
幼
稚
園

園
児
募
集
の
お
知
ら
せ

第
３
回
甲
斐
市
文
化
協
会
文
化
祭

第
22
回
竜
王
中
部
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

障
害
児
ク
リ
ス
マ
ス
会

ギ
ャ
ラ
リ
ー
紹
介

初
心
者
の
た
め
の

市
民
ス
ケ
ー
ト
教
室
参
加
者
募
集

第
３
回
甲
斐
市
　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会



指定管理者制度とは…
平成15年９月に施行された地方自治法の一部改正により、公の施設の管理・運営について、地方公共

団体の出資法人や公共団体等に限っていた従来の「管理委託制度」に替わり、民間事業者やNPOを含む
法人等も公の施設の管理を行うことができる「指定管理者制度」が導入されました。
※公の施設とは…住民の福祉を増進する目的をもってその利用に供するために地方公共団体が設けた施設

（例）温泉施設、文化館、スポーツ施設など

指定管理者制度の目的は…
「指定管理者制度」は、多様化する住民ニーズに効果的・効率的に対応するため、施設の管理に民間の

能力やノウハウを幅広く活用し、住民サービスの向上を図るとともに、コストの節減等を図ることを目的
とするものです。

本市における指定管理者制度の導入は…
第１次甲斐市総合計画において、財政状況や住民ニーズ

に即した行政運営を行うため、指定管理者制度の導入を取
り組むべき重要課題として位置づけています。
また、第１次甲斐市行政改革大綱では、多様化する市民

ニーズに効果的・効率的に対応し、民間事業者等のノウハ
ウの活用による経費の削減と施設利用者へのサービスの向
上を図るため、同制度の導入を推進することとしています。
市内には、同制度の対象となる公の施設が89施設あり、

そのうち６施設については既に制度を導入し、運用を始め
ています。

市では、市内にある公の施設の管理運営に民間事業者等の能力を活用することにより、
利用者のみなさんにより良いサービスの提供ができるとともに、行政コストの縮減を図
り、市行財政の健全化に資するものとして、指定管理者制度の導入を推進します。

効率的に行政が運営されているまちづくり



●募集指定管理者施設は…

指定管理者導入検討委員会において検討を重ねた結果、サービスの向上と管理経費の
節減等が見込まれる次の施設について、平成20年４月からの指定管理者制度の導入に向
け公募することになりました。制度の趣旨や施設ごとの設置目的を十分に理解し、公正
かつ適正で、より効果的・効率的に管理運営を行うことができる指定管理者を募集します。

●応募者の資格等は…
山梨県内に主たる事務所を置く、または置こうとする法

人その他の団体であって、次のいずれかにも該当しないも
のとします。
①一般競争入札の参加資格を有しないもの。
②甲斐市から入札指名停止措置を受けているもの。
③市税、県税、法人税、消費税等を滞納しているもの。
④会社更生法、民事再生法等による手続きを行っているもの。
⑤暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成
３年法律第77号）第２条第２項に規定する暴力団およ
びその利益となる活動を行うもの。
※複数の団体がグループを構成して応募する場合（以下「グ
ループ応募」という。）は、代表団体を定めてください。
※単独で応募した団体は、グループ応募の構成員となるこ
と、およびグループ応募の構成員である団体が他のグル
ープ応募の構成員となることはできません。

●今後の予定は…
10月１日～31日 募集期間（申請書の受付期間）

募集要項の配布、施設の現場説明会、募集
に対する質問書の受付、質問に対する回答

11月上旬～中旬 第一次審査（書類審査）・第二次審査
（プレゼンテーション等）

11月下旬 仮協定の締結
12月議会 指定管理者指定の議決
平成20年１月 本協定の締結
0000 ４月１日 指定管理者による管理運営スタート

●募集要項配布場所
温泉施設等については、商工観光課（双葉庁舎２階）
双葉ふれあい文化館については、生涯学習文化課
（双葉公民館）
なお、市ホームページで内容をより詳しくご覧いただけ

るとともに、募集要項をダウンロードできます。

※これらの温泉施設等は、同一団体を
指定管理者として公募・指定します。

神明温泉志麻の湯
（志麻の里ことぶきセンターを含む）

百楽泉（双葉共同福祉施設を含む）

釜無川レクリエーションセンター

商工観光課　 0551（20）3654
※志麻の里ことぶきセンターについては、
高齢福祉課　 055（277）3116

百楽泉 釜無川レクリエーションセンター

神明温泉志麻の湯

双葉ふれあい文化館

生涯学習文化課
0551（20）3658

双葉ふれあい文化館

■問い合わせは… 企画課（竜王庁舎２階） 055（278）1662
※施設の詳細については、各担当課へお問い合わせください。



対
象

市
内
在
住
者

定
員

１
０
０
名

講
師

県
ス
ケ
ー
ト
連
盟
公
認
指
導
者

参
加
料

無
料

持
ち
物

ス
ケ
ー
ト
靴
（
レ
ン
タ
ル
有
り

２
５
０
円
）、
手
袋
、
帽
子

受
付
開
始

10
月
４
日
（
木
）
午
前
９
時

か
ら
電
話
受
付
（
受
付
先
着
順
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
　

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

主
催

市
教
育
委
員
会

日
時

10
月
13
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
３
時

場
所

赤
坂
台
総
合
公
園

内
容

芝
生
公
園
内
の
専
用
ス
ペ
ー
ス

に
て
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
専
用
球
を
貸

し
出
し
ま
す
の
で
、
自
由
に
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
必
要
に
応
じ
て
市
体
育
協
会
野
球
部

員
が
基
礎
を
指
導
し
ま
す
。

対
象

市
内
在
住
者

参
加
料

無
料
（
当
日
受
付
）

持
ち
物

グ
ロ
ー
ブ
の
あ
る
人
は
持
参

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
　

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

チ
ー
ム
を
作
っ
て
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

主
催

市
サ
ッ
カ
ー
協
会

日
時

10
月
28
日
（
日
）

開
会
式
　
午
前
８
時
30
分
※
小
雨
決
行

場
所

敷
島
総
合
公
園
運
動
場

参
加
資
格

18
歳
以
上
の
市
内
在
住
男
性

チ
ー
ム
編
成

８
名
以
上
と
し
、
試
合

中
の
リ
エ
ン
ト
リ
ー
は
可
と
す
る
。

競
技
部
門

一
般
の
部

29
歳
以
下
４
名
、
30
歳
以
上

４
名
で
構
成
。
チ
ー
ム
は
支
部
単
位
と

す
る
が
、
３
支
部
ま
で
の
編
成
を
可
と

す
る
。（
申
込
順
12
チ
ー
ム
ま
で
）

壮
年
の
部

40
歳
以
上
。
チ
ー
ム
は
支

部
に
こ
だ
わ
ら
ず
自
由
編
成
と
す
る
。

（
申
込
順
６
チ
ー
ム
ま
で
）

参
加
料

無
料

申
込
方
法

10
月
15
日
（
月
）
ま
で
に
申

込
書
を
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
提
出
　

※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
９

主
催

市
テ
ニ
ス
協
会

日
時

10
月
21
日
（
日
）

受
付
午
前
８
時
30
分

※
雨
天
時
は
10
月
28
日
（
日
）
に
延
期
　

会
場

西
八
幡
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
資
格

市
内
在
住
在
勤
者
で
男
女

各
２
名
を
含
む
計
４
名
以
上
で
編
成

さ
れ
て
い
る
チ
ー
ム

試
合
方
法

・
チ
ー
ム
対
抗
戦
（
男
子
ダ
ブ
ル
ス
・
女

子
ダ
ブ
ル
ス
・
Ｍ
Ｉ
Ｘ
ダ
ブ
ル
ス
）

・
予
選
（
リ
ー
グ
戦
）、
決
勝
（
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
戦
）
を
実
施
予
定

参
加
料

１
チ
ー
ム
２
、
０
０
０
円（
当
日
持
参
）

申
込
方
法

10
月
16
日
（
火
）
ま
で
に
電

話
に
て
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報

… 敷島第２庁舎敷
２

竜 … 竜王庁舎

敷 … 敷島庁舎

双 … 双葉庁舎
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テーマは「子ども」。みなさん親子で、家族でお越し
ください。ご来場お待ちしています。
日時 10月７日（日）午前10時～
場所 日本航空学園（甲斐市宇津谷）
内容 ステージ（市内保育園・小中学校による演奏、

人気キャラクター「仮面ライダー電王」ショー、
岩崎良美ステージ、ミュージカル）
昭和の縁日コーナー・ふわふわ
ふれあい動物園・乗馬体験・スポーツコーナー
かつお一本100円（先着６００名限定）
各種出店ブース・花火コンサート

※詳しくは案内プログラムをご覧ください。

※甲斐市わくわくフェスタ実行委員会からお願い
当日、会場周辺の道路は非常に混雑します。車で来
られる場合、駐車場は日本航空学園内の滑走路上にな
りますが、来場時には交通指導員の指示に従ってくだ
さい。また、市内をシャトルバスが走りますので、こ
ちらもご利用をお願いします。（バス路線については、
プログラムをご覧ください）

翌日会場清掃ボランティア募集
日時 10月８日(月・体育の日) 午前８時～９時

(雨天決行)
集合場所 日本航空学園内メインステージ前集合
作業内容 ごみ拾いのお手伝いをしていただきます。
持ち物 軍手・タオル
※ごみ袋は事務局で用意します。
※雨天時には雨具をご用意ください。
※駐車場は、前日のイベントで使用した滑走路上の
駐車場にお止めください。
■問い合わせは…甲斐市わくわくフェスタ実行委員会
（商工観光課：双葉庁舎２階） 0551（20）3654

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
広
場
を
開
設
し
ま
す

第
４
回
甲
斐
市
サ
ッ
カ
ー
祭
り

参
加
チ
ー
ム
募
集

第
３
回
甲
斐
市
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

参
加
者
募
集



行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報
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主
催

市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

日
時

11
月
18
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
集
合
　
午
前
９
時
開
始

場
所

敷
島
体
育
館

種
目

・
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
級
（
県
社
会
人
リ
ー

グ
１
部
〜
２
部
所
属
）

・
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ
級
（
Ａ
級
以
外
お
よ

び
50
歳
以
上
の
人
）

・
女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
級
（
県
社
会
人
リ
ー

グ
１
部
〜
２
部
所
属
）

・
女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ
級
（
Ａ
級
以
外
お
よ

び
50
歳
以
上
の
人
）

参
加
資
格

市
内
在
住
・
在
勤
者

参
加
料

１
ペ
ア

１
、
０
０
０
円

申
込
期
間

10
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で

電
話
に
て
受
付

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

支
部
お
よ
び
オ
ー
プ
ン
（
家
族
や
グ
ル

ー
プ
）
で
チ
ー
ム
を
作
り
、
紅
葉
の
甲
斐

路
で
競
い
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

11
月
18
日
（
日
）

午
前
９
時
受
付
　

午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

場
所

敷
島
総
合
公
園
運
動
場

（
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）

区
間

６
区
間
　
17
㎞

参
加
資
格

小
学
生
以
上
の
市
内
在
住

者
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

チ
ー
ム
編
成

監
督
１
名
・
選
手
６
名

（
小
学
生
の
部
男
女
各
１
名
、
中
学
生

以
上
の
部
３
名
、
女
子
あ
る
い
は
60
歳

以
上
の
部
１
名
）
補
欠
４
名

計
11
名

申
込
方
法

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、
竜
王
北
部
公
民
館
、

敷
島
公
民
館
窓
口
に
て
大
会
要
項
、
申

込
用
紙
を
受
け
取
り
10
月
31
日
（
水
）
ま

で
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
窓
口
で
申
し
込

み
（
F
A
X
可
）

※
要
項
・
申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。

※
コ
ー
ス
な
ど
大
会
の
詳
し
い
内
容
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
９

支
部
お
よ
び
仲
間
同
士
で
チ
ー
ム
を

作
っ
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

主
催

市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

日
時

11
月
10
日
（
土
）

受
付
午
前
８
時
30
分

※
小
雨
決
行

会
場双

葉
ス
ポ
ー
ツ
公
園
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

参
加
資
格

①
市
内
在
住
者
で
構
成
さ
れ
た
体
育
協

会
各
支
部
お
よ
び
支
部
合
同
チ
ー
ム

②
市
内
在
住
者
で
構
成
さ
れ
た
一
般
チ

ー
ム

※
原
則
と
し
て
審
判
員
２
名
を
出
せ
る

チ
ー
ム

チ
ー
ム
数

24
チ
ー
ム
（
定
数
に
な
り
次
第
締
切
）

用
具

ス
テ
ィ
ッ
ク
、
ゼ
ッ
ケ
ン
、
各

種
腕
章
は
各
チ
ー
ム
で
用
意

審
判

相
互
審
判
制
で
行
う

参
加
料

無
料

申
込
方
法

10
月
31
日
（
水
）
ま
で
に
申

込
書
を
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
提
出
。

※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
９

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
、
日
頃
の
ス

ト
レ
ス
や
運
動
不
足
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

10
月
18
日
（
木
）
午
前
10
時
受
付
　

午
前
10
時
30
分
開
始

場
所

働
く
婦
人
の
家

内
容

ヨ
ガ
※
託
児
付

持
ち
物

大
判
バ
ス
タ
オ
ル
（
あ
る
人
は

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
）、
着
替
え
、
飲
み
物
等

※
体
操
の
で
き
る
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

※
子
ど
も
用
に
オ
ム
ツ
、
飲
み
物
、
お
や

つ
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
お
も
ち
ゃ
、
ゴ
ミ

袋
等
（
持
ち
物
に
必
ず
名
前
を
明
記
）

講
師

相
川
緑
さ
ん
（
花
み
ず
き
助
産
院

助
産
師
）

参
加
料

無
料

対
象

子
育
て
中
の
母
親
ま
た
は
そ
の
家
族

定
員

20
組
（
完
全
予
約
制
）

受
付

10
月
５
日
（
金
）
午
前
９
時
〜

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
方
法

電
話
・
窓
口
直
接

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
支
援
課
敷

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

武
田
氏
に
関
連
す
る
県
内
の
文
化
財

を
め
ぐ
り
ま
す
。

日
時

11
月
14
日
（
水
）

午
前
８
時
〜
午
後
５
時

コ
ー
ス

新
府
城
〜
泪
の
森
〜
回
看
塚
〜

大
善
寺
〜
景
徳
院
（
武
田
勝
頼
の
墓
）
他

定
員

40
名
（
市
内
在
住
お
よ
び
在
勤
の

18
歳
以
上
の
人
）

参
加
料

６
、
０
０
０
円
（
交
通
費
、
昼

食
代
含
む
）

講
師

市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

羽
中
田
壯
雄
さ
ん

受
付
開
始

10
月
９
日
（
火
）（
定
員
に

な
り
次
第
締
切
）
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

集
合
場
所

竜
王
南
部
公
民
館
、
竜
王

北
部
公
民
館
、
敷
島
総
合
文
化
会
館
、

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
、

※
竜
王
北
部
公
民
館
は
駐
車
不
可

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８

第
４
回
甲
斐
市
駅
伝
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

第
３
回
甲
斐
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

参
加
者
募
集

親
子
の
遊
び
教
室

ヨ
ガ
で
心
も
体
も
ス
ッ
キ
リ

文
化
財
め
ぐ
り

第
３
回
甲
斐
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
祭
り

参
加
チ
ー
ム
募
集



地
元
女
性
農
業
者
が
指
導
し
ま
す
。

主
催

市
双
葉
自
立
経
営
農
業
振
興
会

日
時

10
月
13
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
〜

場
所

双
葉
農
の
駅
加
工
所

参
加
資
格

市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員

15
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

参
加
料

無
料

申
込
期
日

10
月
12
日
（
金
）
ま
で
に
電

話
で
受
付

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

農
林
振
興
課
双

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
５

主
催

市
社
会
福
祉
協
議
会

対
象

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

開
催
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定
員

30
名

●
健
康
体
操
講
座

講
師
　
三
嶋
紀
美
子
さ
ん

受
講
料

無
料

持
ち
物

汗
拭
き
タ
オ
ル

竜
王
教
室
　
10
月
１
日
（
月
）

双
葉
教
室
　
10
月
15
日
（
月
）

敷
島
教
室
　
10
月
17
日
（
水
）

●
ガ
ラ
ス
工
芸
講
座

講
師

向
山
明
生
さ
ん

材
料
費

１
、
０
０
０
円

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
軍
手
、
雑
巾
、

小
皿
（
ガ
ラ
ス
か
陶
器
）

竜
王
教
室
　
10
月
11
日
（
木
）

双
葉
教
室
　
10
月
24
日
（
水
）

敷
島
教
室
　
10
月
29
日
（
月
）

●
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座

講
師

渡
辺
ひ
さ
子
さ
ん

材
料
費

１
、
０
０
０
円

持
ち
物

は
さ
み
、
ペ
ン
チ
（
な
く
て
も

良
い
）

竜
王
教
室
　
11
月
１
日
（
木
）

敷
島
教
室
　
11
月
12
日
（
月
）

双
葉
教
室
　
11
月
14
日
（
水
）

○
場
所

竜
王
教
室
　
竜
王
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

敷
島
教
室
　
敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

双
葉
教
室
　
双
葉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
各
教
室
は
同
一
の
内
容
に
な
り
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
８
４
　

●
日
本
語
教
室

対
象

外
国
人

会
話
ク
ラ
ス

一
般
日
常
会
話
・
生
活
習
慣
な
ど

文
字
ク
ラ
ス

ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
・
数
字
な
ど

日
時

10
月
21
日
、
11
月
４
日
・
18
日
、

12
月
２
日
・
16
日
の
日
曜
日
（
計
５
回
）

時
間

午
後
２
時
〜
４
時

場
所

竜
王
北
部
公
民
館

受
講
料

無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報

… 敷島第２庁舎敷
２

竜 … 竜王庁舎

敷 … 敷島庁舎

双 … 双葉庁舎
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ジ
ャ
ム
作
り
体
験
教
室

日
本
語
教
室
・
中
国
語
教
室

高
齢
者
向
け「
ト
ラ
イ
２
０
０
７
」



そ
の
他

日
本
人
サ
ポ
ー
タ
ー
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
中
国
語
教
室

対
象

初
級
者
・
中
級
者

日
時

10
月
11
日
か
ら
12
月
13
日
の
毎

木
曜
日
（
計
10
回
）

初
級

午
後
１
時
〜
２
時
20
分
　

中
級

午
後
２
時
30
分
〜
４
時

場
所

竜
王
北
部
公
民
館

受
講
料

無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

初
め
て
の
人
は
初
級
で
お
願

い
し
ま
す
。
中
級
希
望
で
復
習
し
た

い
人
は
初
級
も
受
講
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
甲
斐
国
際
交
流
協

会
（
㈱
中
村
建
設
内
）
外
国
語
委
員
会

０
５
５
（
２
７
６
）
３
５
５
９

日
時

10
月
10
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所

岡
島
ロ
ー
ヤ
ル
会
館
８
階
ゴ
ー

ル
ド
ル
ー
ム
（
甲
府
市
丸
の
内
）

相
談
内
容

交
通
事
故
損
害
賠
償
関
係
、

土
地
・
建
物
の
問
題
、
貸
金
・
売
買

代
金
・
手
形
関
係
、
相
続
の
問
題
、

夫
婦
・
家
庭
内
の
紛
争
、
サ
ラ
金
の

返
済
の
問
題
な
ど
身
近
な
法
律
問
題
。

※
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
内
容

に
よ
っ
て
は
、
調
停
の
申
立
て
そ
の

他
の
手
続
き
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

相
談
員

民
事
・
家
事
調
停
委
員
（
弁
護

士
で
あ
る
調
定
委
員
を
含
む
）

主
催

日
本
調
停
協
会
連
合
会

後
援

最
高
裁
判
所
、
甲
府
地
方
・
家

庭
裁
判
所

■
問
い
合
わ
せ
は
…
甲
府
地
方
裁
判
所

０
５
５
（
２
３
５
）
１
１
３
１

日
時

10
月
12
日
（
金)

午
後
１
時
〜
４
時
（
要
予
約
）

会
場

竜
王
北
部
公
民
館

定
員

６
名
（
相
談
時
間
一
名
30
分
）

相
談
内
容

離
婚
・
男
女
関
係
・
金

銭
・
相
続
・
交
通
事
故
・
土
地
建

物
・
契
約
・
そ
の
他

相
談
員

山
梨
県
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士

予
約
受
付

10
月
９
日
（
火
）
午
後
５
時

40
分
〜
５
時
55
分
ま
で
電
話
受
付
（
定

員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
翌
日
10
日

の
業
務
時
間
内
で
受
付
）

※
当
日
、
お
手
元
に
あ
る
関
係
資
料
と
聞

き
た
い
こ
と
を
ま
と
め
て
予
約
時
間
ま

で
に
相
談
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
相
談
内
容
は
極
秘
扱
い
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
民
課
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
４

無
料
法
律
相
談
は
次
の
会
場
で
も
行

っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
電
話
に
よ
る

予
約
制
で
す
。

・
山
梨
学
院
大
学
法
科
大
学
院
法
律
事

務
所（
甲
府
市
酒
折
２
ー
４
ー
５
）

０
５
５
（
２
２
４
）
１
９
４
０

・
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー（
甲
府
市
丸
の
内

１
ー
８
ー
５
県
民
情
報
プ
ラ
ザ
２
階
）

０
５
５
（
２
２
３
）
１
３
６
６

・
法
テ
ラ
ス（
資
力
の
乏
し
い
方
に
限
ら

れ
ま
す
）（
甲
府
市
中
央
１
ー
12
ー
37

イ
リ
ッ
ク
ス
ビ
ル
１
階
）

０
５
０
（
３
３
８
３
）
５
４
１
１

国
や
県
な
ど
の
行
政
に
対
す
る
苦
情
、

要
望
な
ど
を
受
け
付
け
ま
す
。
い
ず
れ

も
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
厳
守
で
す
。

事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

●
一
日
合
同
行
政
相
談
所

日
時

10
月
16
日
（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

場
所

岡
島
ロ
ー
ヤ
ル
会
館
８
階

相
談
員

弁
護
士
・
司
法
書
士
・
公
証
人
な
ど

参
加
予
定
機
関

甲
府
地
方
法
務
局
、

甲
府
財
務
事
務
所
等
計
16
機
関

●
特
設
行
政
相
談

日
時

10
月
21
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所

双
葉
公
民
館

相
談
員

市
内
在
住
の
行
政
相
談
委
員

※
こ
れ
以
外
に
定
例
の
行
政
相
談
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

市
民
課
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
４

山
梨
行
政
評
価
事
務
所

（
０
５
７
０
）
０
９
０
１
１
０

法
務
局
の
業
務
に
関
す
る
相
談
に
お

答
え
し
ま
す
。
秘
密
厳
守
で
す
。

事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

日
時

10
月
28
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

場
所

甲
府
地
方
法
務
局
４
階
会
議
室

（
甲
府
市
北
口
１
ー
２
ー
19
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
甲
府
地
方
法
務
局
　

０
５
５
（
２
５
２
）
７
１
５
１

社
会
・
労
働
保
険
、
労
務
管
理
に
関

し
広
く
一
般
の
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。

日
時

10
月
21
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所

こ
う
ふ
ア
ル
ジ
ャ
ン

（
甲
府
市
中
央
１
ー
５
ー
２
）

相
談
員

山
梨
県
社
会
保
険
労
務
士
会
会
員

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
社
会
保
険
労
務
士
会
事
務
局

０
５
５
（
２
５
３
）
４
０
０
４

緑
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
樹
木
医
の
指
導

の
も
と
で
地
域
の
緑
化
推
進
、
緑
の
保

全
に
関
す
る
指
導
や
相
談
等
の
補
助
的

活
動
を
行
い
ま
す
。

会
場

山
梨
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報
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民
事
・
家
事
調
停
委
員
に
よ
る

無
料
調
停
相
談
会

県
下
一
斉
無
料
法
律
相
談
会

法
務
局
な
ん
で
も
無
料
相
談
所

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

あ
な
た
も
緑
サ
ポ
ー
タ
ー
に

な
り
ま
せ
ん
か（
養
成
研
修
）

10
月
15
日
か
ら
21
日
ま
で
は

秋
の
行
政
相
談
週
間
で
す



定
員

35
名
（
先
着
順
）

研
修
日
程

10
月
27
日
、
11
月
３
日
・

10
日
・
17
日
・
24
日
、
12
月
１
日
・

８
日
の
土
曜
日

受
講
料

無
料

※
た
だ
し
（
財
）
日
本
緑
化
セ
ン
タ
ー
へ
の

緑
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
料
５
、
０
０
０

円
・
緑
サ
ポ
ー
タ
ー
証
発
行
手
数
料

３
、
０
０
０
円
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

応
募
資
格

県
内
在
住
で
研
修
の
全
日

程
を
受
講
可
能
で
緑
サ
ポ
ー
タ
ー
に

登
録
で
き
る
人

応
募
締
切

10
月
12
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

０
５
５
（
２
７
６
）
２
０
２
０

下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
施
工
す

る
指
定
工
事
店
に
は
、「
下
水
道
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
」
の
資
格
を
有
す
る

者
の
専
属
が
必
要
で
す
。
こ
の
試
験
は
、

そ
の
技
能
を
認
定
す
る
も
の
で
す
。

受
付
期
間

10
月
１
日
（
月
）
〜
26
日
（
金
）

講
習
会

11
月
21
日
（
水
）

試
験
　

12
月
２
日
（
日
）

講
習
会
・
試
験
場
所

甲
府
市
総
合
市
民
会
館

申
込
用
紙
配
布
場
所

下
水
道
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

釜
無
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
南
巨
摩
郡
増
穂
町
長
沢
１
７
９
０
）

０
５
５
６
（
２
２
）
８
５
１
１

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

（
財
）
山
梨
県
下
水
道
公
社
事
務
局

（
笛
吹
市
石
和
町
東
油
川
字
北
畑
４
１

７
）

０
５
５
（
２
６
３
）
２
７
３
８

日
時
　
10
月
25
日
（
木
）
・
26
日
（
金
）

両
日
と
も
午
前
８
時
50
分
〜
午
後
５
時

※
２
日
間
の
受
講
が
必
要
で
す
。

会
場

山
梨
県
自
治
会
館

（
甲
府
市
蓬
沢
１
ー
15
ー
35
）

定
員

１
８
０
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

受
講
料
　
３
、
５
０
０
円

受
付
　
10
月
９
日
（
火
）
〜
12
日
（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
府
地
区
消
防
本
部
予
防
課

（
甲
府
市
伊
勢
３
ー
８
ー
23
）

０
５
５
（
２
２
２
）
１
２
８
４

日
時

11
月
14
日
（
水
）
・
15
日
（
木
）

両
日
と
も
午
前
８
時
50
分
〜
午
後
５
時

会
場

峡
北
広
域
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
　
　

（
エ
コ
パ
ー
ク
た
つ
お
か
）

（
韮
崎
市
龍
岡
町
下
條
南
割
１
８
９
５
）

定
員

70
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

費
用

３
、
５
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
等
含
む
）

受
付

10
月
22
日
（
月
）
〜
25
日
（
木
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

峡
北
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

（
韮
崎
市
本
町
４
ー
９
ー
48
）

０
５
５
１
（
２
２
）
３
３
１
１

女
性
求
職
者
お
よ
び
中
高
年
齢
者
を

含
む
一
般
求
職
者
を
応
援
す
る
た
め
の

催
し
で
す
。
全
て
参
加
は
無
料
で
す
。

●
セ
ミ
ナ
ー

日
時

11
月
６
日
（
火
）
・
７
日
（
水
）

両
日
と
も
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
「
ぴ
ゅ
あ
総
合
」

内
容

応
募
書
類
の
書
き
方
・
面
接
対

策
等

対
象

女
性
求
職
者
お
よ
び
中
高
年
齢

者
を
含
む
一
般
求
職
者

定
員

各
セ
ミ
ナ
ー
30
名
（
要
申
込
）

申
込
方
法

県
労
政
雇
用
課
へ
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
申
し
込
み

●
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

日
時

11
月
８
日
（
木
）
・
９
日
（
金
）

両
日
と
も
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
１

名
約
50
分
）

場
所

県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
「
ぴ
ゅ
あ
総
合
」

内
容

個
別
就
職
相
談

対
象

女
性
求
職
者
お
よ
び
中
高
年
齢

者
を
含
む
一
般
求
職
者

定
員

32
名
（
要
申
込
）

申
込
方
法

県
労
政
雇
用
課
へ
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
申
し
込
み

●
ガ
イ
ダ
ン
ス

日
時

11
月
15
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
５
時
　
　

場
所

ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府

内
容

求
職
者
と
企
業
の
合
同
就
職
面
接
会

申
込
方
法

申
し
込
み
は
不
要

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
労
政
雇
用
課
　

０
５
５
（
２
２
３
）
１
５
６
３

０
５
５
（
２
２
３
）
１
５
６
４

会
員
の
仕
事
は

軽
作
業
、
植
木
の
手
入
れ
な
ど
の
技

能
、
公
園
な
ど
の
管
理
、
表
具
･
表
装
、

筆
耕
、
家
事
･
食
事
の
支
度
な
ど
の
援

助
の
他
シ
ル
バ
ー
の
会
員
に
ふ
さ
わ
し

い
と
思
わ
れ
る
仕
事

仕
事
を
発
注
す
る
に
は

仕
事
を
依
頼
し
た
い
と
き
は
、
ま
ず

電
話
で
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

必
要
に
応
じ
て
現
場
と
作
業
を
確
認
し
、

見
積
り
、
契
約
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報

… 敷島第２庁舎敷
２

竜 … 竜王庁舎

敷 … 敷島庁舎

双 … 双葉庁舎
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甲
種
防
火
管
理
者
資
格
付
与
講
習
会

下
水
道
責
任
技
術
者
認
定
試
験

再
就
職
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
・
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
＆
ガ
イ
ダ
ン
ス
参
加
者
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者

の
知
識
・
経
験
・
技
能
の
宝
庫

竜王郵便局からのお知らせ
10月１日から、竜王郵便局は民営化に

より３つの会社としてスタートします。
（店舗はこれまでと同じです）
●郵便（窓口でのサービス）、貯金、保険
竜王郵便局　 055（279）1022

●郵便（集荷、配達、再配達）
郵便事業株式会社竜王支店
055（276）6265

●保険（法人のお客さま）
（株）かんぽ生命保険山梨支店
055（276）7559

甲
府
地
区
消
防
本
部
主
催

峡
北
広
域
消
防
本
部
主
催



会
員
に
な
る
に
は

健
康
で
、
働
く
意
欲
が
あ
り
、
甲
斐

市
・
中
央
市
・
昭
和
町
に
お
住
ま
い
で
、

原
則
60
歳
以
上
の
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に

賛
同
す
る
人
。
毎
月
１
回
入
会
説
明
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
時

毎
月
第
３
水
曜
日
（
祝
祭
日
の
場

合
は
翌
日
）
午
後
１
時
30
分
〜

場
所

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議

室
（
甲
斐
市
篠
原
２
６
４
４
ー
３
）

持
ち
物

筆
記
用
具
、
印
鑑
、
本
人
名

義
の
口
座
番
号
、
セ
ン
タ
ー
年
会
費

２
、
５
０
０
円
（
互
助
会
年
会
費
５

０
０
円
含
む
）

※
説
明
会
に
参
加
す
る
場
合
は
、
事
前

に
電
話
で
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

（
社
）
峡
中
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー

０
５
５
（
２
７
９
）
６
６
２
６

主
催

山
梨
県
人
権
啓
発
活
動
ネ
ッ
ト
　

ワ
ー
ク
協
議
会

後
援

山
梨
県
教
育
委
員
会

募
集
対
象

県
内
の
公
立
・
私
立
小
中
高

等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
に
在
学
す

る
児
童
生
徒
お
よ
び
15
歳
以
上
の
県

内
に
在
住
・
在
勤
す
る
者

募
集
部
門

小
学
生
部
門
　
中
学
生
・

高
校
生
部
門
　
一
般
部
門

募
集
期
間

９
月
３
日
（
月
）
〜
11
月
２
日
（
金
）

応
募
方
法

・
応
募
票
ま
た
は
官
製
ハ
ガ

キ
に
よ
り
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
事
務
局
に

応
募
（
楷
書
で
記
入
）。
郵
送
は
当
日
必

着
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
当
日
到
着
分
ま
で
。

・
応
募
点
数
は
１
人
１
点
。

・
作
品
に
は
、
必
ず
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
性

別
・
職
業
（
学
校
名
お
よ
び
学
年
）
・
電

話
番
号
を
明
記
。

賞
の
授
与
・
賞
品

各
部
門
最
優
秀
賞

１
編
、
優
秀
賞
５
編
。
佳
作
10
編
。

賞
状
お
よ
び
記
念
品
。

留
意
事
項

・
作
品
は
標
語
形
式
に
よ
る

未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

・
応
募
作
品
は
返
却
し
な
い
。

・
応
募
作
品
の
著
作
権
は
、
す
べ
て

主
催
者
に
帰
属
す
る
。

・
入
選
作
品
は
、
標
語
作
品
集
の
作

成
や
各
種
人
権
啓
発
活
動
に
有
効
活

用
す
る
。
な
お
、
主
催
者
の
判
断
に

よ
り
匿
名
の
必
要
が
あ
る
場
合
は
公

表
し
な
い
。
ま
た
、
使
用
す
る
作
品

の
誤
字
・
脱
字
な
ど
は
、
一
部
修
正

す
る
場
合
が
あ
る
。

選
考
お
よ
び
発
表

・
選
考
は
、
主
催

者
に
お
い
て
協
議
の
上
決
定
す
る
。

・
発
表
は
、
平
成
20
年
１
月
下
旬
。
入

賞
者
（
一
般
に
は
直
接
、
児
童
生
徒
に

は
学
校
を
通
し
て
）
に
は
連
絡
の
上
、

表
彰
式
を
執
り
行
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
は
…

〒
４
０
０
ー
８
５
２
０
　
甲
府
市
北
口

１
丁
目
２
ー
19

甲
府
地
方
合
同
庁
舎

甲
府
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
内
「
第

２
回
山
梨
県
人
権
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
」

係

０
５
５
（
２
５
２
）
７
２
３
９

０
５
５
（
２
５
２
）
７
１
４
７

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報
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甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

16
ミ
リ
映
写
機
等
操
作
技
術
講
習
会

日
時

10
月
10
日
（
水
）
〜
12
日
（
金
）

午
後
６
時
30
分
〜
９
時
30
分

（
全
３
回
）

※
３
日
間
受
講
し
な
い
と
認
定
証
は
取

得
で
き
ま
せ
ん
。

定
員

15
名

受
講
資
格

甲
府
市
、
甲
斐
市
、
中
央

市
、
昭
和
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す

る
一
般
成
人

会
場

甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

３
階
講
堂(

甲
府
市
伊
勢
３
ー
８
ー

23
甲
府
地
区
消

防
本
部
内)

受
講
料

無
料
　
　

申
込
方
法

10
月
９
日
（
火
）

ま
で
に
電
話
で

申
し
込
み

■
申
し
込
み
は
…

甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
　
　

０
５
５
（
２
２
８
）
７
６
４
１

甲
府
市

第
34
回
甲
府
市
農
林
業
ま
つ
り

地
産
地
消
を
テ
ー
マ
に
、
市
内
で
生

産
さ
れ
た
新
鮮
な
農
産
物
や
緑
花
木
を

販
売
し
ま
す
。

日
時

11
月
３
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

会
場

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
体
育
館
前

広
場
お
よ
び
コ
ン
コ
ー
ス

内
容

新
鮮
な
農
産
物
、
つ
き
た
て
の

餅
、
ワ
イ
ン
、
木
工
加
工
品
、
花
き

緑
花
木
な
ど
の
展
示
販
売
、
金
魚
す

く
い
、
野
菜
つ
り
、
農
業
・
園
芸
・

農
地
な
ど
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
は
…
甲
府
市
農
林
振
興

課
　

０
５
５
（
２
４
２
）
２
６
６
１

中
央
市

中
央
市
稲
穂
ま
つ
り
’07

日
時

11
月
３
日
（
文
化
の
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

場
所
　
中
央
市
田
富
ふ
る
さ
と
公
園

内
容

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、
各
種
団
体

に
よ
る
演
奏
、
演
技

■
問
い
合
わ
せ
は
…
中
央
市
稲
穂
ま
つ

り
実
行
委
員
会
事
務
局（
商
工
観
光
課
内
）

０
５
５
（
２
７
４
）
８
５
８
２

昭
和
町

第
19
回
昭
和
町
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り

日
程

10
月
７
日
（
日
）

場
所

町
立
総
合
体
育
館
な
ど

内
容

お
笑
い
歌
謡
浪
曲
「
玉
川
カ
ル

テ
ッ
ト
」
や
「
清
水
ア
キ
ラ
」
も
の
ま

ね
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど

※
駐
車
場
に
限
り
あ
り
。
徒
歩
ま
た
は

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

昭
和
町
役
場
企
画
行
政
課
　

０
５
５
（
２
７
５
）
８
１
５
４

第
２
回
山
梨
県
人
権
標
語

コ
ン
テ
ス
ト
の
ご
案
内



甲
府
税
務
署
第
二
駐
車
場
は
、
９
月

末
日
を
も
っ
て
利
用
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。
今
後
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
甲
府
税
務
署

０
５
５
（
２
３
３
）
３
１
１
１

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村

の
明
る
い
街
づ
く
り
や
環
境
対
策
、
高

齢
化
対
策
な
ど
地
域
住
民
の
福
祉
向
上

の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

発
売
期
間

10
月
１
日
（
月
）
〜
19
日

（
金
）
売
り
切
れ
次
第
販
売
終
了

労
働
者
を
１
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事

業
主
は
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
加
入

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
甲

府

０
５
５
（
２
３
２
）
６
０
６
０

日
時
　
10
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

会
場

竜
王
共
立
診
療
所
地
内

内
容

日
本
舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
、
大
正

琴
の
演
奏
、
模
擬
店
、
野
菜
販
売
、

医
療
介
護
相
談
な
ど

■
お
問
い
合
わ
せ
…
竜
王
共
立
診
療
所

０
５
５
（
２
７
９
）
８
６
１
１

「
き
ょ
う
い
く
」
か
ら
郷
土
（
ふ
る
さ

と
）
を
育
も
う
を
テ
ー
マ
に
開
催
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時

10
月
14
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所

駿
台
甲
府
高
等
学
校
塩
部
校
舎

内
容
　
メ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
映
画
上

映
会
、
伝
統
工
芸
体
験
コ
ー
ナ
ー

参
加
料

無
料

※
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
の
ご
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
郷
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
２

０
０
７
実
行
委
員
会
（
甲
府
青
年
会
議

所
内
）

０
５
５
（
２
３
５
）
５
４
２

３

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報

… 敷島第２庁舎敷
２

竜 … 竜王庁舎

敷 … 敷島庁舎

双 … 双葉庁舎
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●ふれあいロビーコンサート
「秋の夜長のジャズコンサート”ＤＵＥＴ”」
日時 10月６日（土）午後６時30分開演
出演 ｍｅｇ.（ボーカル）・古谷淳(ピアノ）入場無料

●平成19年度地域の芸術文化環境づくり支援事業
ミュージカル「パパの誕生日～天国からの贈りもの～」
オーディションで選ばれた地元の小中学生達が劇団つばさと共
演します。みなさん、ぜひお越しください。
日　時 10月28日（日）

１回目　午前10時開場　午前10時30分開演
２回目　午後２時開場　午後２時30分開演

出　演 ＪＡＡウイングシアター「劇団つばさ」と地元の小中学生
入場料 おとな券（高校生以上）1,000円

こども券（中学生以下） 500円
全席自由（保護者の膝の上で観覧する乳幼児は無料）
※チケットは下記のプレイガイドで発売中。

●甲斐市誕生３周年記念寄席
「三遊亭楽太郎・三遊亭小遊三」二人会
「笑点」でも大人気。個性あふれるお二人の競演をお楽しみくだ
さい。
日　時　11月25日（日）午後１時30分開場　午後２時開演
入場料 全席指定　一般前売り2,800円　当日3,000円
※チケットは下記のプレイガイドで10月２日（火）から発売。

●平成19年度文化庁舞台芸術の魅力発見事業
おすぎと京フィル「おしゃべりシネマ館」
映画評論家おすぎの楽しいトークと京都フィルハーモニー室内
合奏団の演奏による心に残る名作映画音楽の数々をお贈りしま
す。敷島中学校吹奏楽部との共演もありますので、どうぞお楽し
みに。
日　時 12月１日（土）午後１時30分開場　午後２時開演
入場料 全席自由　

一般前売り3,000円　当日3,500円
学生（高校生以下）前売り2,500円　当日3,000円

※未就学児の入場はお断りします。
※チケットは下記のプレイガイドで10月16日（火）から発売予定。

チケット取り扱いプレイガイド
双葉ふれあい文化館事務室、竜王北部公民館、竜王中部公民館、
竜王南部公民館、敷島総合文化会館、百楽泉、ＪＲ塩崎駅ジェイ
ショップ塩崎店、沢田屋双葉店、クリーニング志村竜王店、山梨
県民文化ホール

■問い合わせは･･･甲斐市双葉ふれあい文化館ホール
事務室　 0551（20）3660

甲
府
税
務
署
第
二
駐
車
場
の

利
用
廃
止
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

「
秋
は
ジ
ャ
ン
ボ
な
２
億
円
収
穫
祭
」

10
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間

第
14
回
竜
王
健
康
ま
つ
り

郷
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
７



日
時
　
10
月
27
日
（
土
）
・
28
日
（
日
）

場
所

山
梨
大
学
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス

内
容

出
店
、
ス
テ
ー
ジ
企
画
、
展
示
、

講
演
会
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

建
物
の
維
持
保
全
を
適
正
に
実
施
す

る
こ
と
は
、
思
わ
ぬ
事
故
を
防
い
だ
り
、

地
震
や
火
災
等
の
災
害
時
の
被
害
を
軽

減
し
た
り
、
建
物
の
寿
命
を
長
持
ち
さ

せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

建
物
の
外
壁
は
安
全
で
す
か

タ
イ
ル
な
ど
の
外
壁
は
、
経
年
劣
化

に
よ
り
、
ひ
び
割
れ
等
が
発
生
し
ま

す
。
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
外
壁
の

落
下
に
よ
り
思
わ
ぬ
事
故
が
発
生
し

社
会
的
な
責
任
も
問
わ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

火
事
の
時
、
安
全
に
避
難
で
き
ま
す
か

廊
下
、
階
段
、
バ
ル
コ
ニ
ー
等
に
物

を
置
い
た
り
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
や
防

火
戸
の
ま
わ
り
に
物
を
置
い
た
り
す

る
と
、
火
災
時
に
障
害
と
な
り
、
被

害
を
大
き
く
す
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

非
常
用
照
明
な
ど
の
建
築
設
備
は
安
全

で
す
か

換
気
設
備
、
排
煙
設
備
、
非
常
用
照

明
、
給
排
水
設
備
の
事
故
防
止
の
た

め
日
頃
の
点
検
と
定
期
検
査
を
実
施

し
ま
し
ょ
う
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
な

ど
は
安
全
で
す
か

日
常
の
維
持
保
全
を
怠
る
と
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
中
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
る

な
ど
の
思
わ
ぬ
事
故
が
発
生
し
ま
す
。

日
常
の
点
検
と
定
期
検
査
を
実
施
し

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
不
特
定
多
数
の
人
々
が
利
用

す
る
建
物
に
つ
い
て
は
、
建
築
士
等
の

専
門
資
格
を
有
す
る
者
に
調
査
を
行
わ

せ
、
そ
の
結
果
を
報
告
（
定
期
調
査
報
告

制
度
）
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
山
梨
県

建
築
指
導
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ→

定
期
調

査
報
告
制
度
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
建
築
指
導
課

０
５
５
（
２
２
３
）
１
７
３
４

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報
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全国地域安全運動
警察では、各種犯罪を防ぎ、県民のみなさんが安全で安心して暮

らせるまちづくりを推進するため、県や市町村、自主防犯ボランテ
ィア団体、防犯協会等の関係機関・団体と連携を図りながら、
10月11日（木）から20日（土）までの10日間「全国地域安全運動」
を実施します。
山梨県では「みんなで築こう　安全・安心　やまなしけん」
をスローガンにこの運動を実施し、期間中、11日（木）の「安全・安
心なまちづくりの日」には県下一斉のキャンペーンを、18日（木）に
は南アルプス市桃源文化会館において、「安全・安心なまちづくり山
梨県民大会」をそれぞれ行います。
地域から犯罪をなくし、安全で安心して暮らせる地域社会の実現

のため、「全国地域安全運動」にご協力をお願いします。

■問い合わせは…
山梨県警察本部生活安全企画課 055（235）2121(代)
韮崎警察署生活安全課 0551（22）0110（代）

自転車の交通ルール遵守を
最近、自転車による交通事故が増加傾向にあります。
自転車は，運転免許がなくても乗れることを理由に「歩行者と同

じ」と考えている人もいますが、道路交通法上は軽車両として自動
車に分類されます。
従って、自転車を運転するときは、信号に従うことはもちろん

・道路の左側を走行する
・交差点の一時停止など，道路標識に従った走り方をする
・「歩道通行可」の標識のない歩道は走らない
・夜間はライトを点灯させる

など、基本的なルールを守るようにしましょう。
また，保護者は子どもが自転車に乗る際は、交通ルールの遵守に

ついて指導をお願いします。

■問い合わせは…韮崎警察署交通課 0551（22）0110（代）

甲斐市における７月末現在の事件の状況
７月末現在における市内の事件の状況を見ますと、全般的に昨年

同期に比較して減少傾向にありますが，敷島地区では自転車盗，オ
ートバイ盗，侵入盗などが増加しています。

山
梨
大
学
第
６
回
医
学
祭

建
物
も
あ
な
た
と
同
じ
健
康
診
断

定
期
的
に
点
検
し
ま
し
ょ
う
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せん定枝粉砕処理

国は法律の規制（５年以下の懲役
若しくは1,000万円以下の罰金）を
強化し、市では30名の不法投棄監視
員と職員による巡回、警告看板や監視
カメラの設置など対策を講じています。
しかし、
一部の心
ない人た
ちによる
市内の道
路、河川
敷、空き
地などへ
のごみの
不法投棄
は、依然として後を絶たないのが現状です。
ごみの不法投棄をなくすためには、市民のみな

さんの協力が不可欠です。ごみは一旦捨てられた
場所や特に管理の不適切な場所に繰り返し捨てら
れる傾向があります。空き地などを所有・管理す
る方は、ごみを捨てられないよう定期的に点検し、
雑草の除去、捨てられたごみの撤去など適正な管
理に努めてください。
なお、市では捨てられたごみは、土地の所有

者・管理者に撤去していただいております。

家庭等において伐採されたせん定枝を粉砕処理
します。
◎玉幡中学校北側の市有地
日程 10月のお休みは次の日です。
毎週金曜日、祝日（８日）

◎自然休養村管理センター（敷島総
合公園入口）
日程 10月のお休みは次の日です。
毎週月・水・木・土曜日

受入時間 午前９時～正午、午後
１時～４時

対象となる枝
せん定枝の長さは２ｍ以下、直径10cm以

下のものに限ります。
果樹のせん定枝についても対象とします。

※枯れた枝、葉っぱ類、根の部分、腐食した物、
金属類の付いた物、草・竹等は受け入れしません
ので注意してください。
※営利目的で伐採したせん定枝の持ち込みは出来
ません。

市では、ごみ減量化の
取り組みの一つとして生
ごみ処理機の購入者に対
して、その費用の一部を
補助しています。
◎補助資格
甲斐市に住民登録がある
世帯。
◎補助金額
購入金額の１/２以内とし、
２万円を限度額とします。

ごみの不法投棄は早期発見、
早期対応により被害防止

「天の川が見える星空を次世代の子どもたちに！」を
合い言葉に、甲府盆地の必要のない照明を消すライト
ダウンの取り組みが実施されます。
美しい星空を取り戻すとともに、地球温暖化防止など
身近な環境問題に関心をもつ機会としましょう。
当日は、電気を消して星空を見上げ、身近な環境につ
いて考えてみませんか。
実施日　　10月７日（日）
消灯時間　午後８時～９時　
■問い合わせは…ライトダウン甲府バレー実行委　
員会・山梨県立科学館　 055（254）8159

ご存知ですか
生ごみ処理機購入補助金

■問い合わせは…
環境課（双葉庁舎１階） 0551（20）3653
竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
敷島支所地域課（敷島庁舎２階） 055（277）3113
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●乳幼児予防接種について

11月よりポリオ予防接種を実施します。集団予防接種は混雑を避けるため会場を分けていますが、都
合がつかない場合は、他の会場で受けることも可能です。
集団予防接種受付時間 竜王保健福祉センター　午後１時30分～２時30分

敷島保健福祉センター　午後１時30 ～１時50分
双葉保健福祉センター　午後１時30分～２時30分

●第２期二種混合予防接種について
第２期二種混合予防接種は、乳幼児期に第１期（基礎免疫）として三種混合予防接種を行い、第２期

として二種混合予防接種を行なうことで確実な免疫をつくります。ただし、三種混合予防接種が終了し
ていない場合は、今回の接種を受けても効果が期待できないことがありますので、ご相談ください。
対 象 小学６年生（なお、13歳未満の人でまだ接種を行なっていない人についても接種可能）
持ち物 予診票、母子健康手帳、保険証　　　　接種医療機関 甲斐市内指定医療機関
接種方法 １週間前までに予約を入れ、接種を受けてください。予診票は各指定医療機関窓口にも設置さ

れています。なお、接種当日は必ず保護者が同伴してください。

●高齢者等インフルエンザ予防接種
対　象 １）市内に住所を有する65歳以上の人

２）市内に住所を有する60歳～64歳の人であって、心臓・腎臓・呼吸器の機能、またはヒト免
疫不全ウイルスによる免疫機能に障害を有する人

接種期間 10月１日～平成20年１月31日　　　　接種医療機関 市内指定医療機関
自己負担 1,000円　　　　持ち物 保険証、または老人医療受給者証
接種方法 希望する指定医療機関に予約をし、接種を行なってください。予診票は各指定医療機関の窓口

に設置されています。対象者のうち、生活保護世帯の人は接種費用の助成があります。健康増
進課、または各地域課窓口にて申請を行なってください。なお市外医療機関を希望の人につい
ても、申請手続きが必要です。詳しい内容については、お問い合わせください。

■問い合わせは…健康増進課（敷島庁舎） 055（277）4735 竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651
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●離乳食教室
離乳食の作り方を学び、みんなで情報交換ができる教室です。
受　付 午後１時15分～１時30分（教室　午後１時30分～４時頃）
持参するもの 母子健康手帳、離乳食用スプーン、水分補給が必要な人は、麦茶等。
◎申し込みが必要となりますので、事前にご連絡ください。

●母子健康手帳の発行
妊娠中の心配事がありましたら、

ご相談ください。

●マタニティービクス教室
マタニティービクス（妊娠中の健康と安産のための運動療法）音楽にあわせエアロビックなエクササ

イズで妊娠中の太り過ぎや筋肉の衰えを防止することは、安産の第１歩です。そして、出産後のシェイ
プアップへとつながります。

◎午前９時30分までに受付を済ませてください。
申し込み 申込書に医師の意見書を添え、当日お持ちください。（申込書は各庁舎に用意してあります）
持参するもの 母子健康手帳、筆記用具、運動のできる服装、水分補給の必要な人は、お茶等。

●母親学級
妊娠中の過ごし方や出産後の育児について学んだり、育児における交流の場として行っています。

◎午前９時30分までに受付を済ませてください。

●乳幼児健診
受付時間 午後１時30分～２時
持参するもの 母子健康手帳、バスタオル、保険証、送付の問診票（1.6歳、２歳、３歳児健診のみ）、歯ブラ

シ（11か月、1.6歳、２歳、３歳　※普段使用しているもの）
◎午前中の受付は致しません。
※３歳児視聴覚・尿検査再検査日（午後３時30分～４時30分）：10月18日（木）竜王保健福祉センター

：10月12日（金）敷島保健福祉センター

日程、会場の変更希望のある人は、事前にご連絡ください。なお、対象の人には個人通知します。



28

●人間ドック受診申し込み
申込期間 10月１日（月）～５日（金）
対 象 者 40歳以上の人。社会保険本人は対象外。
申込場所 健康増進課（敷島庁舎）、竜王支所地域課、双葉支所地域課

※10月１日から健康増進課は第２庁舎へ移転しておりますのでご注意ください。
申込方法 委託医療機関から希望する医療機関を選び、健康保険証と印鑑を持参して申請してください。

その場で受診券を発行します。（総合健診申込書とは別に申請が必要）
受診券発行後、ご本人から医療機関へ予約をしていただきます。

受診期間 平成19年12月31日まで
料　　金 ○市では、検査項目により次のとおり金額を補助します。

基本健診のみを受けた場合、30,000円
基本健診に加え前立腺がん検査を受けた場合、31,000円
基本健診に加え子宮がん検査、または乳がん検査（マンモグラフィー検査）どちらか受けた
場合、32,000円
基本健診に加え子宮がん検査と乳がん検査（マンモグラフィー検査）両方受けた場合、
33,000円
○自己負担金は医療機関によって異なりますが、6,000円～8,000円位です。（オプションは除く）

受診可能医療機関 社会保険山梨病院健康管理センター、甲府市医師会健康管理センター、中沢クリニッ
ク、竜王リハビリテーション病院、竜王共立診療所、赤坂台病院、石和温泉病院クア
ハウス石和、※医療法人康麗会笛吹中央病院（※の医療機関は今年度から追加）
※申し込みは、12月まで毎月期間を区切って受け付けしますが、予約状況により希
望する医療機関で受けられないこともあります。早めに申請をして予約することを
おすすめします。

●総合健診結果説明会
健診は受けただけでは意味がありません。生活習慣を改善することが一番大切です。
生活習慣を見直し、改善に努め、より健康な生活が送れ

るよう役立てていただくために結果説明会を行います。
受付時間　①午前９時30分～10時

②午後１時30分～２時
③午後３時～３時30分

対　　象 総合健診を受けた人
持参するもの ｢総合健診結果説明会について｣の用紙

※日程変更希望の人は、ご連絡くださ
い。ただし、変更する日は指定された
日以降になります。

■問い合わせは…健康増進課（敷島庁舎） 055（277）4735 竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651
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●個別運動指導の実施について
①運動プログラム作成
日常生活での健康づくりに役立つ効果的な運動を行うための、健康運動指導士

による運動プログラム作成および実践指導を行います。運動器具等を使っての安
全で適切な指導をします。
日　時 10月26日（金）、11月30日（金） 午後１時30～４時30分
場　所 敷島保健福祉センター内軽運動室
費　用 無料　ただし施設利用料（１回100円）必要

持ち物 運動靴／運動のできる服装
予約制となりますので、希望日をご連絡ください。

②水中ウォーキング
集団で行なう水中ウォーキング教室を受講できない次の人を対象に、個別運動指導を行います。
指導は予約制。

場　所 敷島保健福祉センター内歩行浴プール
対象者 市内在住者で次の人

・病院などに通っていて、運動を勧められるが長時間運動できない人
・体力、高齢、疾病などで、集団指導を受けるのが困難な人
安全のため、かかりつけ医師の診断書（費用の補助はありません）が必要な場合もあります。
聞き取りの上、予約制になります。

■申し込み・お問い合わせは… 敷島保健福祉センターに直接（月曜日休館） 055（277）7311

●栄養学習会
生活習慣病といわれる様々な病気の原因には食事が大きく影響しています。
自分の食生活を見直し、よりよい食習慣を身につけられるよう開催します。

■問い合わせは…健康増進課（敷島庁舎） 055（277）4735 竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651

＜脳のいきいき講座＞

＜介護予防教室＞
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